授業計画

· 科目名：　
データベース　（３年前期，必修科目）
· 担当教員：　金子邦彦

· 連絡先：　
伊都キャンパス・ウエスト2号館 857 室

kaneko@db.is.kyushu-u.ac.jp 

月曜日の午前中, 火曜日の午後は不在．科目について悩みや質問があれば遠慮なく尋ねて欲しい．なお，成績関係の質問については，本人確認したいので来室して欲しい（本人確認したい場合には，電子メールでの質問には応じられない）．

· 教育目標

　リレーショナルデータベースにおけるデータ構造，演算の体系，一貫性制約を学びながら，リレーショナルデータベースの設計法と使用法を習得する．

· 教科書／参考書
リレーショナルデータベース入門－データモデル・SQL・管理システム－新訂版，増永良文著，サイエンス社
※　授業はこの教科書のすべてを行わないことに注意．
■ 履修登録
  Web による履修登録（他の科目と同様）

· 評価の要点
＜合格の最低条件＞

・授業：　無遅刻，無欠席を基本ルールとする．
ルールとしては，無遅刻，無欠席（正当な理由による遅刻，欠席を除く）の学生だけを合格させることが基本．
※　正当な理由（伝染病，事故，災害，公欠扱いの課外活動，忌引き，医師や相談員などの所見や診断書，その他合理的な理由）で遅刻，欠席した場合には，書面等で申し出て欲しい．
※　正当な理由なく遅刻，欠席した学生は，大幅な減点，履修の取り消しなど，授業担当教員の判断で対応する．個々の学生の事情を勘案して，例外的に，減点で対応する場合もあり得るということである（減点で済ませて大目に見る場合でも，大幅な減点になるので要注意）．「何回まで遅刻しても大丈夫ですか？」という質問には応じられない．「授業に出なくても試験は満点取れます」という申し出には応じられない．「朝寝坊したので遅刻した」というような理由にならない申し立てには応じられない．
※　「データベース」では原則として再履修は認めていない（不合格者は履修の取り消し）．そうしているのには相応の理由があるので，不明な点，納得いかない点がある場合には個別に相談に応じる．
・受講態度が不良でないこと．（私語，飲食，妥当な理由の無い退室，携帯電話を厳禁）
授業中の私語，飲食，妥当な理由のない退室，携帯電話の使用等は，授業担当教員にも他の受講者にも迷惑になるので厳禁する．これら行為を見つけた場合には氏名等を尋ねることがある．これら行為で，事前の警告なく，減点する場合がある．違反の程度が目に余るほどに問題がある（例えば，制止の指示に従わないなど）場合には，より厳しい措置をとることがある．

※ 授業中に「遅刻したが出席扱いにして欲しい」というような自分１人の利益にしかならない交渉で授業を中断することは厳に慎んで欲しい（この種のことは，授業終了後に相談すること）．

※　体調不良，トイレでの一時退席は認める
・演習問題：　「データベース」では，演習問題の解答用紙を授業開始時に配布する（遅刻者には渡さない）．毎回の授業の演習問題を全て提出すること
「データベース」では，毎回の授業で演習問題を課す．学んだことをまとめ，理解を深めるためのもの．演習問題の用紙を授業開始時間に１人１枚配布．授業終了時間に回収（授業時間途中の退席は認めない）．間に合わない場合には授業の最終回までに提出してくれればよい（演習問題の提出の遅れによる減点は一切ないことを約束する．提出することが重要）．全ての提出が合格の条件．
※　「自分がどの演習問題を出したか忘れたので教えてください」という質問には応じない
※　遅刻，欠席者の判定を兼ねるので，遅刻，欠席者には演習問題の用紙を渡さない．演習問題の用紙を受け取れないことだけを理由とした授業時間終了前の退席は認めない

・「データベース」では，中間試験，本試験，学習計画アンケート（初回の授業で実施）の合計で：　６０点以上
※　止むを得ない理由で本試験を欠席した場合には，所定の期限までに所定の手順で申し出ること．

※　学生諸君に無条件に再試験の「権利」があると考えるのは誤解である．「データベース」では，例外的に，限られた学生にのみ再試験を指示する（時期は来年１月あるいは２月）場合がある．その指示を無視した場合には受講の放棄（未履修）と判断する
＜評価の割合＞
	評価項目
	
	
	備考

	学習計画
	学習計画アンケート

（初回の授業で１回）
	４点
	後述の用紙に記入して提出

	知識，方法論，学習姿勢
	授業の出席および毎回の演習問題提出（提出期限は授業の最終回）
	必須の
条件
	正当な理由無く，授業の遅刻，欠席，終了時間前の退室は認めない．（これらの行為については，いちいち警告することなく，大幅な減点や，履修の取り消しと判定する場合がある）

	知識，方法論，思考力，創造力
	中間試験
	２０点
	正当な理由無く受験を放棄することは認めない（正当な理由があり中間試験を受験できなかった場合には，申し出に応じて，特別レポート等で対応する）．

	知識，方法論，思考力，創造力
	学期末の本試験
	８０点
	正当な理由無く本試験を休むことは認めない


· 合計　１０４点．無遅刻・無欠席（正当な理由がある場合を除く）で，６０点以上を合格の最低条件とする
（６０点以上であっても，遅刻，欠席等を理由として不合格と判定される場合がある）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 具体的な達成レベルの目安

＜合格者の最低レベル＞

・学習意欲と態度が良好で，授業に毎回出席（正当な理由による遅刻，欠席を除く）し，授業時間中の演習問題を全て授業の最終回までに提出．
・「リレーショナルデータベース」に関する知識と方法論の体系について，教科書の該当部分が理解，暗記できていて，得点の合計が，およそ６０点以上である
＜A判定のレベル＞

・得点の合計が，およそ８０点以上である

· 授業の明細

＜学習内容＞

前期の授業期間は 4/12から 7/30 まで．7/16（金）は月曜日の授業を行うことになっているが，休講を予定している．その他の休講は別途連絡する．
1. リレーショナルモデル

2. リレーショナルデータベースのデータ構造と一貫性制約

3. リレーショナルモデルでの演算の体系とSQL 問い合わせ

4. テーブルの分解と結合

5. 更新，挿入，削除における不整合

6. 第一正規形，第三正規形，ボイス・コッド正規形

7. 中間試験

8. 概念モデルと論理モデル

9. 実体関連モデル

10. リレーショナル代数

11. SQL での集約

12. SQLでの挿入，削除，更新

13. 埋め込みSQL

14. トランザクション

15. 障害回復

＜授業形式と時間配分＞

・板書による説明．ノートを持参のこと．教科書中の図や表を適宜参照する（５０～８０分）

・演習問題．学んだことのまとめ，各自，暗記と理解に努める．自らの理解度の確認を兼ねる（１０～４０分）．

合計９０分．正当な理由無く，授業時間終了前に退室することは認めない
＜学習課題＞

（演習問題とは別に）自習用の問題を配布する予定（解答の提出は求めない）

＜質問対応＞

授業後の空き時間，電子メールなど

学生番号　　　　　　　　　　　　氏名
学習計画アンケート（データベース）
· 配点基準：全項目に記入し提出した者に一律４点．氏名と学生番号の記入を忘れないこと．回答の中身による減点は絶対にしないので，正直に書き，自分自身の状態を確認し，各自で学習計画を立てて欲しい．記入内容を個人が特定できる形で公開することはない．
1． この授業の内容は役に立ちそう／面白そうですか？　（複数選択可）
· 役に立ちそう／面白そうな予感はある

　　□　役に立ちそう／面白そうかどうかは別にして，勉強して知識を増やしたい気持ちはある．

　　□　役に立ちそう／面白そうとは思えない．
□　勉強する意欲がない
２．この授業を通して身に付けたい／身に付けることができそうなことは何ですか？　（複数選択可）

　　□　知識，方法論　  （今まで知らなかったことを知る）

　　□　思考力　（物事を深く考える習慣，力を身につけ，磨く）

　　□　創造力，実践力　　（各専門分野で，知識を基礎に，役に立つものを作り上げる力を修得する）

　　□　勉強する習慣
３．この授業の受講態度については，どのような気持ちですか？　（複数選択可）
· 他の授業と同様に，できる限り無遅刻・無欠席でいたいと思っている．
· 他の授業は無遅刻・無欠席の予定だが，この授業は欠席したり遅刻するだろうと思う．
· どの授業も，最低限の努力で合格したい

· 受講態度は気にせず，マイペースでいたい．
４．授業が90分間であることについてはどうですか？　（複数選択可）
· 勉強には努力が必要なので、90分間自分なりに集中して学習したい

· 90分も座っていられないので，１回や２回は遅刻するだろう．それで不合格になったら，その時に考える．
· 今は勉強する気持ち自体があまり無い
５．授業で使用する教材（プリント等）や指定されている教科書について．　（複数選択可）

· 予習，復習，試験勉強等に役立てたい（あるいは入手済み）．

· 本試験が近づいたら，どうするかを再度考えたい．

· 教科書の入手はあきらめている．適宜，友人に借りたり，図書館で借りて済ませたい

· そもそも教科書は不要だと感じている

６．もし，途中で授業についていけそうになくなったときはどうしますか？　（複数選択可）
　　□　担当教員に，授業を易しくするように頼みたい（進行を緩めたり，復習の機会を頼んだりなど）．

　　□　分からない箇所を，授業の空き時間に担当教員に質問したり，電子メールで尋ねたい

　　□　自力で，教科書やノート等で復習し，暗記するなどの努力を試みたい

　　□　授業中などに友人に聞きたい

　　□　分からないところが少しだけなら放っておく．分からないところが沢山出てきたら，そのときにどうするか考える．

　　□　分からないところが沢山残り，不合格になっても構わない

　　□　分かる範囲での学習で満足である

　　□　本試験を受けて不合格になったらそのときに考える

７．授業計画の説明について．　
· 授業計画の説明は役に立った

· 授業計画の説明は役に立たなかった
８．以上の結果をまとめての自分なりの計画　（複数選択可）
　　□　どの授業も大変だが，面白そうな科目を見つけ，自分の能力の伸びを実感しながら学習していきたい
　　□　今、九大での学習の成果が将来役立つだろうとは感じている．

　　□　授業だけでは勉強が足りないので，自分で独自に学習したいと思っている．

　　□　勉強はきついし，やる気が出ない日もある．そういうマイナスの感情があることは自分でも分かっている．無理をしたり，自分を追い込んだりせず，できれば楽しみながら日々の生活を送りたい

　　□　意欲を持てない自分を感じている．それが良い／悪いとは思わないようにしている．
　　□　身近に優秀な人がいて刺激を受けている

　　□　この授業に限らず，自分の意欲を引き出してくれるような授業があればいいなと思っている．

意見や気になることなどは，このアンケートに書くのでなく，電子メールや口頭で直接申し出てください（できるだけご返事したいので）．
